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	本研究成果は、科学研究費助成事業（文部科学省）新学術領域「配位アシンメトリー」公募研究（2017- 2019）ならびに、日本私立学校振興・共済事業団「平成29年度学術研究振興資金」の支援を受けて得られたものです。
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	私達が普通に目にする様々な部品や機械をナノサイズに微小化する科学は、ファインマンが1959年に行った講演「There's Plenty of Room at the Bottom」が端緒といわれており、ナノテクノロジーの基本です。２０１６年のノーベル化学賞は「分子機械の設計および合成」を行ったSauvage, Stoddard, Ferringaの３人に贈られました。彼らの受賞理由は、化学的にプログラムされた分子が外部信号に応じて動作することを初めて明らかにしたことにあります。同様に、分子を積み上...
	２．研究内容と成果
	今回本研究チームは、透明導電性電極としてよく用いられる酸化インジウムスズ電極（ITO）上に金属錯体を固定し、ベルン大学（スイス）、ライデン大学（オランダ）との連携により、錯体の単一分子伝導を測定したところ、外部の湿度に応じて一方向に電流が流れる度合い（整流比）が従来の数値を3桁以上増加する現象を見出しました。さらに、この整流比変化は外部の湿度の高低に応じて可逆的に変化することも確認しました。外部の湿度に感応する錯体分子は図１左に示した対称なルテニウム二核錯体であり、類似のルテニウム単核錯体（図１中...
	このスイッチング現象のメカニズムは、高湿度になると基板とチップの間のチップ側に水が集まり基板表面に固定された錯体の対イオン（PFR6RP-P）の分布が非対称になることに起因します。これに伴い対称であった錯体のエネルギー準位P注2Pも非対称となることから、エネルギーギャップが生じ、電子が一方向に移動する（整流ダイオードになる）のです（図2）。この接合部の二核錯体分子周辺に水が非対称に分布することで非対称性が生まれ整流性が生じる現象は、デルフト工科大の理論計算グループとの連携により、密度汎関数と非平衡...
	３．今後の展開
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	スイス、オランダの研究機関とは2012年度より共同研究を行ってきており、本成果を含めこれまでに4本の論文を発表しています。本研究チームは今後もこの国際共同研究を継続発展させ、基板をITOだけでなくグラフェンや高配向性熱分解グラファイト(HOPG)に拡張するなどし、基板選択的に自己組織化できる金属錯体分子および混合原子価錯体やノンイノセント配位子錯体等を利用した、新しいコンセプトをもつ分子エレクトロニクスの開発に取り組むことを計画しています。
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